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第
一

章
　

地
方
三

新
法
の

成
立

第
一

節
　

大
区
・

小
区
制

一

　

統
治
機
構
の

再
編
成

寄
場
組
合
村
か
ら

戸
籍
区
の

成
立
へ

廃
藩
置
県
と
新
県
の

行
政
区
画
設
定
に
と
も
な
い
、

中
央
集
権
へ

の

地
固
め
の

た
め
に

地
方
制
度
も
整
備
さ
れ
、

地
域
の

統

治
、

機
構
の

編
成
替
え
が
す
す
め
ら
れ
て
い

っ

た
。

文
政
十
年
（
一

八
二
七

）、
治
安
の

維
持
を
目
的
に
、

関
東
取
締
改
革
の
一

環
と
し
て

組
合
村
が

設
定
さ
れ
た
。

組
合
村
は
、

代
官
支
配
所
、

旗

本
知
行
地
、

寺
社
領
の

区
別
な
く
、

数
か
村
を
組
み
合
わ
せ
た
小
組
合
、

小
組
合
を
数
組
連
合
し
た
大
組
合
で

構
成
さ
れ
て
い

た
。

小
組
合
に
は
各

村
の

名
主
か
ら
選
出
さ
れ
る
小
惣
代
と
、

大
組
合
の

統
轄
者
と
し
て

の

大
惣
代
が
、

小
惣
代
の

中
か
ら
数
名
選
ば
れ
て

組
合
の

運
営
に

あ
た
っ

た
。

大
組
合
の
い

わ
ば
事
務
局
に

あ
た
る
村
を
寄
場
村
と
呼
ん
だ
の

で
、

こ

の

組
合
村
を
寄
場
組
合
村
と
称
し
て
い

た
。

組
合
村
を
設
け
た
目
的
は
、

関
東
取
締
出
役
の

活
動
に

協
力
す
る
こ

と
に

あ
っ

た
が
、

な
か
で

も
、

各
種
の

「
触
書
」
の

伝
達
は
、

広
域
支
配
の

組
合
村
の

機
能
を
十
分
に

発
揮
さ
せ
て
い

た
。

触
書
は
ま
ず
、

寄
場
村
に

持
ち
込
ま
れ
、

そ
の

写
し
が
、

あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い

る
順
に

各
村

の

名
主
・

村
役
人
を
廻
状
す
る
と
い

う
ル

ー
ト
を
経
て
、

触
書
の

要
旨
が
、

村
民
に

知
れ
わ
た
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い

た
。

犯
罪
者
の

逮
捕
と
護
送
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が
主
な
任
務
で

あ
っ

た
組
合
村
は
、

関
東
取
締
出
役
の

職
能
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

こ

の

よ
う
な
触
書
の

廻
状
触
継
と
か
、

農
間
渡
世
調
査
な
ど

取
り
扱
う
仕
事
が
増
加
し
、

維
新
政
府
成
立
の

頃
に

は
、

一

種
の

行
政
区
と
し
て
の

機
能
を
持
つ

よ
う
に

な
っ

て
い

た
。

明
治
元
年
（
一

八
六
八

）
八
月
十
八
日
、

維
新
政
府
は
、

「
府
藩
県
三
治
制
」
を
施
行
し
て
い

く
な
か
で
、

関
東
取
締
出
役
を
廃
止
し
た
。

し
か

し
、

組
合
村
自
体
は
そ
の

ま
ま
残
り
、

新
政
府
か
ら
の

触
書
や
沙
汰
書
な
ど
が
、

従
来
の
ル

ー
ト
に

乗
り
廻
状
の

形
式
で

組
合
村
々

に

通
達
さ
れ
て

い

た
。

政
府
・

県
の

法
令
伝
達
に
、

組
合
村
が
そ
の

ま
ま
利
用
さ
れ
の
で

あ
っ

た
。

こ

の

年
十
月
、

民
政
裁
判
所
は
、

取
締
組
合
の

重
要
性
に
気
づ

き
、

改
め
て
、

関
東
郷
村
支
配
の

組
織
と
し
て

存
続
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
（
伊
藤
好
一

「
神
奈
川
県
に
お
け
る
大
区
小
区
制
の

施
行
過
程
」『
駿
台

史
学
』
第
17

号

）。
組
合
村
は
残
り
、

そ
し
て

地
方
行
政
の

末
端
組
織
に

な
る
各
村
も
、

村
の

意
志
決
定
を
お
こ

な
う
「
村
寄
合
」
と
名
主
・

組
頭
・

百
姓
代
な
ど
の

村
方
三
役
が
村
政
を
引
き
続
き
と
り
し
き
る
な
ど
、

村
は
な
ん
の

変
更
も
な
く
幕
末
以
来
の

姿
を
と
ど
め
て
い

た
と
も
い

え
よ
う
。

新
政
府
の

も
と
で
、

「
府
藩
県
三
治
制
」、「
版
籍
奉
還
」、「
廃
藩
置
県
」
な
ど
一

連
の

集
権
化
政
策
に

よ
っ

て
、

村
々

が
、

新
た
な
行
政
管
轄
地

域
に

編
入
さ
れ
、

支
配
機
構
の

改
革
措
置
が
順
次
お
こ

な
わ
れ
た
。

だ
が
、

村
の

組
織
に
は
急
激
に

手
を
つ

け
る
こ

と
は
な
か
っ

た
。

そ
の

た
め
、

村

に

と
っ

て

み
れ
ば
、

こ

れ
ら
の

改
革
措
置
は
こ

れ
ま
で

の

錯
綜
し
た
分
割
支
配
が
無
く
な
っ

た
、

「
支
配
替
り
」
と
し
て

映
る
程
度
の

こ

と
で

あ
っ

た

か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、

確
実
に

地
域
の

統
治
機
構
の

再
編
へ

つ

な
が
る
政
策
が
つ

ぎ
つ

ぎ
と
打
ち
出
さ
れ
て

く
る
。

ま
ず
明
治
五
年
（
一

八
七

二

）
か
ら
六
年
に

か
け
て
、

旧
幕
時
代
の

庄
屋
・

名
主
・

組
頭
な
ど
の

村
役
人
を
廃
止
し
て
、

区
戸
長
を
設
置
し
、

従
来
の

町
村
区
画
に
か

え
て
、

大
区
小
区
を
地
域
の

統
治
機
構
と
す
る
こ

と
が
法
制
化
さ
れ
た
。

こ

の

新
し
い

制
度
の

実
施
経
過
は
、

県
に
よ
っ

て

か
な
り
の

違
い

が
あ
る
が
、

こ

の

村
組
織
の

編
成
替
え
は
、

廃
藩
置
県
前
に
お
こ

な
わ
れ
た
。

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
四
月
、

お

も
て

む
き
「
全
国
人
民
ノ

保
護
」
を
う
た
っ

て
い

る
が
、

実
際
は
、

国
に
と
っ

て

人
的
資
源
の

調
査
を
目
的
と

し
た
戸
籍
法
（
太
政
官
布
告
第
一

七
〇
号

）
が
公
布
さ
れ
た
。

こ

の

法
律
は
、

実
施
に

さ
い

し
て
、

従
来
の

村
落
を

棚
上
げ
に
し
て

戸
籍
区
を
設
置
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し
、

区
ご
と
に

戸
籍
事
務
を
担
当
す
る
戸
長
と
副
戸
長
を
お
き
、

こ

れ
ま
で
の

村
役
人
や
五
人
組
に

か
え
て
、

事
業
を
進
め
る
組
織
を
つ

く
り
あ
げ

よ
う
と
し
た
。

戸
籍
区
の

設
定
に

あ
た
っ

て

は
、

寄
場
組
合
が
土
台
と
な
っ

た
。

韮
山
県
で

は
、

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
五
月
に
、

管
内
を
十
七
の

区
に

分
け
た

が
、

従
来
の

寄
場
組
合
を
そ
の

ま
ま
新
し
い

戸
籍
区
に

移
行
し
た
。

ま
た
品
川
県
で

は
、

明
治
二

年
（
一

八
六
九

）
に

管
下
の

寄
場
組
合
を
再
編
し

て
、

二
十
四
の

番
組
に

区
分
さ
れ
て
い

た
こ

の

組
織
を
そ
の

ま
ま
戸
籍
区
と
し
た
（
前
掲
「
神
奈
川
県
に
お
け
る
大
区
小
区
制
の

施
行
過
程

」）。

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）、

改
め
て

神
奈
川
県
が
設
置
さ
れ
た
の

に
と
も
な
い

韮
山
・

品
川
両
県
の
一

部
を
統
合
し
て
、

明
治
五

年
（
一

八
七
二

）

一

月
、

戸
籍
区
は
、

武
蔵
国
四
郡
で

六
十
区
、

相
模
国
三
郡
が
二
十
四
区
に

再
編
さ
れ
た
。

こ

こ

で

も
、

戸
籍
区
の

編
成
は
、

組
合
村
を
基
準
に
し

て

お
こ

な
わ
れ
た
。

組
合
村
の

数
が
多
く
て

戸
籍
調
査
が
不
十
分
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

二
な
い

し
三
里
四
方
で
、

人
口

五
千
人
か
ら
一

万
人
程
度
を
目
安
に

し
て

村
々

を
組
み
合
わ
せ
て

戸
籍
区
を
編
成
す
る
こ

と
に

な
っ

た
（『
町
田
市
史
』
下
巻
）。

再
編
成
さ
れ
た
区
は
、

本
来
、

戸
籍
事
務
を
取
り
扱
う
の

で

あ
る
が
、

神
奈
川
県
は
、

国
や
県
の

布
告
類
を
伝
達
す
る
廻
状
継
の

機
能
を
持
つ

こ

と
を
認
め
た
。

そ
れ
は

戸
籍
区
が
、

寄
場
組
合
村
の

転
身
と
い

っ

て

も
よ
い

性
格
を
も
っ

て
い

た
こ

と
に

よ
る
。

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
五
月
に
、

県
か
ら
の

諸
布
達
類
が
廻
状
で

伝
達
さ
れ
る
方
式
か
ら
、

印
刷
物
に
し
て

配
付
す
る
方
法
に

変
更
さ
れ
る
が
、

そ
の

際
、

い

っ

た
ん
県
か
ら
区
に

印

刷
物
が
渡
さ
れ
、

そ
の

後
区
が
町
村
へ

渡
す
と
い

う
よ
う
に
、

戸
籍
区
は
、

国
や
県
の

意
志
を
町
村
に

伝
え
る
行
政
の

中
間
機
関
の

よ
う
な
性
格
が

与
え
ら
れ
て
い

く
。

戸
籍
編
成
事
業
を
進
め
る
に

あ
た
っ

て
、

区
に
は
戸
籍
吏
と
し
て
、

戸
長
・

副
戸
長
が
新
た
に

設
け
ら
れ
た
が
、

こ

れ
に

よ
っ

て

旧
来
の

村
の

組

み
替
え
が
お
こ

な
わ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。

こ

の

こ

と
は
、

戸
籍
法
の

第
二
則
但
書
に

「
戸
長
ノ

務
ハ

是
迄
各
地
ニ

於
テ
荘
屋
名
主
年
寄
触
頭
ト
唱

ル

者
等
ニ

掌
ラ
シ

ム

ル

モ

又
ハ

別
人
ヲ

用
ユ

ル

モ

妨
ケ
ナ
シ

」
と
う
た
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、

庄
屋
・

名
主
を
認
め
て
い

た
関
係
か
ら
考
え
て

み
て
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も
、

村
の

根
本
的
な
組
み
替
え
は
考
え
ら
れ
て
い

な
か
っ

た
。

た
だ
戸
長
が
、

戸
籍
法
第
三
則
に

明
示
さ
れ
て

い

る
よ
う
に
、

「
四
五
町
若
ク
ハ

七

八
村
」
で

構
成
さ
れ
る
戸
籍
区
を
管
轄
す
る
こ

と
に

な
っ

て
、

維
新
政
府
の

末
端
行
政
官
と
し
て

の

性
格
を
も
た
さ
れ
、

し
か
も
、

村
が
戸
籍
区
の

な
か
に

編
入
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、

こ

れ
ま
で

の

村
の

秩
序
を
つ

き
く
ず
し
て
い

く
要
素
に
な
っ

て
い

た
と
み
る
こ

と
は
で

き
よ
う
。

こ

の
こ

と
は
、

戸
長
の

取
り
扱
う
職
務
に

あ
ら
わ
れ
て
い

る
。

戸
籍
吏
と
し
て
の

戸
長
、

そ
れ
は
た
て

ま
え
に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
三
月
に

出
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
戸
長
副
戸
長
村
役
人
御
規
則
書
」（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
一

〇
）
で
は
、

戸
長
・

副
戸
長
の

職
務
と
し
て
、

布
令
、

諸
達

類
を
区
内
へ

通
達
す
る
こ

と
を
、

先
ず
あ
げ
て
い

る
。

そ
の

う
え
で

戸
籍
編
成
に
か
か
わ
る
職
務
を
規
定
し
、

さ
ら
に
、

「
田
畑
山
林
并
廻
舟
私
馬
」

な
ど
の

「
民
産
」
と
郷
社
・

村
社
な
ど
の

取
り
調
べ

を
明
示
し
、

「
其
他
区
内
一

体
ニ

関
係
之
事
件
」
を
「
入
念
取
扱
」
う
こ

と
を
指
示
し
て
い

る
。

立
前
上
は
、

あ
く
ま
で

も
戸
籍
吏
に

す
ぎ
な
か
っ

た
が
、

実
際
に

は
、

土
地
人
民
一

般
の

事
務
を
も
取
り
扱
う
こ

と
に

な
っ

て
い

た
の

で

あ
る
。

そ

の

た
め
旧
来
の

村
役
人
と
の

間
に

「
一

事
両
様
に

渉
リ
主
宰
抵
抗
ノ

弊
害
」
を
生
ず
る
こ

と
に

も
な
り
か
ね
な
か
っ

た
。

と
く
に
、

名
主
・

組
頭
な

ど
が
、

戸
長
を
兼
務
す
れ
ば
、

現
実
の

問
題
と
し
て
、

職
務
が
混
乱
す
る
恐
れ
が
あ
っ

た
。

こ

う
し
て
、

戸
籍
編
成
の

た
め
の

区
が
、

県
か
ら
村
に

配
付
さ
れ
る
租
税
の

割
付
を
取
り
次
ぎ
、

ま
た
村
が
納
め
る
租
税
を
ま
と
め
て

県
へ

渡
す

役
割
と
か
、

滞
納
の

督
促
な
ど
を
す
る
よ
う
に

な
る
。

さ
ら
に
、

村
々

の

概
況
調
査
も
区
を
単
位
と
し
て
お
こ

な
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、

徴
兵
の

徴

募
単
位
も
区
を
単
位
に
し
て

お
こ

な
わ
れ
る
な
ど
、

神
奈
川
県
の

戸
籍
区
は
、

廃
藩
置
県
以
後
、

地
方
行
政
の

単
位
と
し
て
の

性
格
を
も
た
さ
れ
て

い

っ

た
よ
う
で

あ
る
（
前
掲
「
神
奈
川
県
に

お
け
る
大
区
小
区
制
の

施
行
過
程
」）。

区
番
組
制
か
ら

大
区
小
区
制
へ

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
四
月
、

維
新
政
府
は
、

庄
屋
・

名
主
・

年
寄
な
ど
の

制
を
廃
止
し
て
、

戸
長
・

副
戸
長
な
ど
の

設
置

を
布
告
し
た
。

こ

の

布
告
の

目
的
は
、

旧
来
の

村
役
人
が
お
こ

な
っ

て

き
た
村
政
事
務
を
、

戸
籍
区
の

戸
長
・

副
戸
長
に

引
き

渡
そ
う
と
し
た
こ

と
に

あ
っ

た
と
い

わ
れ
る
が
、

布
告
文
の

表
現
が
名
主
・

年
寄
を
戸
長
・

副
戸
長
と
改
称
す
る
と
、

読
み
と
ら
れ
る
よ
う
な
文
章

©神奈川県立公文書館



で

あ
っ

た
。

神
奈
川
県
は
、

こ

の

布
告
を

そ
の
よ
う
に

理
解
し

た
よ
う
で
、

村
に
、

戸
長
・

副
戸
長
を
置
き
、

戸
籍
区
の

戸
長
・

副
戸
長
は
廃
止

す
る
が
、

戸
籍
編
成
事
務
に

限
っ

て
、

従
来
通
り
区
の

戸
長
・

副
戸
長
が
処
理
す
る
こ

と
を
指
示
し
た
。

戸
籍
区
の

戸
籍
事
務
を
取
り
扱
う
戸
長
・

副
戸
長
と
、

村
政
一

般
を
取
り
仕
切
る
、

村
に

置
か
れ
た
戸
長
・

副
戸
長
と
が
併
存
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

名
称
上
た
し
か
に

紛
ら
わ
し
い
。

そ
こ

で
、

戸
籍
区
の

戸
長
・

副
戸
長
を
、

「
元
戸
長
・

元
副
戸
長
」
と
よ
ん
で

区
別
し
た
。

戸
籍
区
は
、

県
か
ら
出
さ
れ
る
諸
布
達
類
を
、

村
々

に

伝
達
す
る
行
政
の

中
間
機
関
と
し
て
の

性
格
を
与
え
ら
れ
て
い

た
。

そ
れ

だ
け
に
、

名

主
・

年
寄
な
ど
の

廃
止
と
新
た
な
戸
長
・

副
戸
長
の

設
置
は
、

県
―
戸
籍
区
―
村
と
い

う
行
政
支
配
の
ル

ー

ト
が
成
立
し
た
と
み
な
す
こ

と
が
で

き

る
。

こ

の

年
十
月
、

政
府
は
、

戸
籍
法
上
の

戸
長
で

は
な
く
、

「
一

区
総
括
ノ

者
」
と

し

て
、

新
た
に

区
長
・

副
区
長
を
設
置
す
る
こ

と
を
認
め
て

い

く
の

は
、

こ

の

よ
う
な
行
政
組
織
が
成
立
し
た
か
ら
で

あ
る
。

神
奈
川
県
で

は
十
一

月
十
七
日
、

権
令
大
江
卓
の

名
で
、

従
来
の

寄
場
組
合
制
度
に

関
す
る
大
小
惣
代
、

組
合
村
、

道
案
内
な
ど
す
べ

て

を
廃
止

し
、

区
に

区
長
・

副
区
長
を
選
任
し
、

土
地
人
民
に

か
か
わ
る
一

切
の

事
務
を
担
当
さ
せ
る
こ

と
を
区
内
に

布
達
し
て
い

る
。

区
長
・

副
区
長
←
村

の

戸
長
・

副
戸
長
と
い

う
関
係
で
、

村
落
を
統
治
体
系
に

組
み
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、

実
際
に

は
、

新
た
に

区
長
を
選
任
す
る
の

で

は
な
く
、

戸
籍

区
の

戸
長
・

副
戸
長
が
そ
の

ま
ま
、

区
戸
長
・

副
戸
長
と
さ
れ
た
に

過
ぎ
な
か
っ

た
。

こ

の

点
は
、

足
柄
県
で

も
ほ
ぼ
同
じ
で
、

明
治
五
年
（
一

八

七
二

）
十
一

月
に

は
、

県
内
を
五
大
区
五
十
二
小
区
に

区
画
し
て

大
区
小
区
制
の

実
施
に

と
り
か
か
っ

て
い

る
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
一

〇
）。

神
奈
川
県
に
、

名
称
の

上
か
ら
も
大
区
小
区
制
が

敷
か
れ
る
の

は
、

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
の

六
月
で

あ
る
が
、

そ
の

前
に
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）

年
五
月
の

区
画
改
正
で

区
番
組
の

制
が
実
施
さ
れ
る
。

戸
籍
区
が
、

県
と
町
村
の

間
の

中
間
的
な
行
政
機
関
と
な
る
に
つ

れ
て
、

従
来
の

区
で

は
、

学
校
の

設
立
を
は
じ
め
と
す
る
、

「
百
端
之
事
務
」
を

お
こ

な
う
に

あ
た
っ

て
、

「
迂
遠
」
で

あ
る
と
い

う
事
情
か
ら
、

神
奈
川
県
も
戸
籍
区
の

改
変
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い

た
（
一

八
七
三
年
三
月
四
日
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神
奈
川
県
参
事
高
木
久
成
の

告
諭
）。
一

方
、

戸
長
・

副
戸
長
の

人
選
を
め
ぐ
っ

て
、

村
の

実
情
に
そ
く
し
た
選
出
方
法
を
認
め
る
こ

と
を
要
請
す
る
声

も
各
地
で

た
ち
あ
ら
わ
れ
て

き
て
い

た
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
一

三
、

小
林
孝
雄
『
神
奈
川
の

夜
明
け
』）。

一

八
七
三
年
四
月
、

神
奈
川
県
は
、

五
月
一

日
か
ら
、

従
来
の

区
画
を
大
幅
に

変
更
す
る
区
画
改
正
の

実
施
に

踏
み
切
る
こ

と
を
「
区
画
改
正
之

大
略
」
と
い

う
布
達
を
も
っ

て

県
下
に

明
ら
か
に

し
た
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
一

四
）。

「
区
画
改
正
之
大
略
」
に
よ
る
と
、

管
内
を
二
十
区
に

分
け
て
、

区
に
区
長
・

副
区
長
を
置
き
、

区
内
の

村
々

を
、

高
二
千
石
を
目
安
に
し
て

組

み
合
わ
せ
て

番
組
を
設
け
た
。

二
十
区
百
八
番
組
九
百
四
か
村
に

編
成
さ
れ
た
。

番
組
に

は
戸
長
・

副
戸
長
を
、

駅
町
村
に

村
用
掛
を
置
い

た
。

戸

長
・

副
戸
長
は
、

小
前
百
戸
に
つ

き
五
人
の

代
議
人
を
選
挙
し
て
、

そ
の

代
議
人
の

間
接
選
挙
に
よ
っ

て

選
出
す
る
方
式
を
と
り
、

正
副
区
長
は
、

そ
の

区
内
の

正
副
戸
長
が
「
入
札
」
を
し
て

選
び
出
し
た
う
え
、

県
令
が
こ

れ
を
認
可
す
る
と
い

う
こ

と
に

な
っ

た
。

正
副
区
戸
長
は
、

原
則
と
し

て

「
高
拾
石
以
上
之
者
」
と
い

う
資
格
要
件
が
つ

け
ら
れ
て
い

た
か
ら
、

人
的
な
面
で

は
、

旧
来
の

村
方
三
役
と
つ

な
が
り
を
も
つ

よ
う
に

な
る
こ

と
は
否
定
で

き
な
い
。

し
か
し
、

新
設
の

正
副
区
長
の

職
務
は
、

こ

れ
ま
で
の

よ
う
な
戸
籍
事
務
を
取
り
扱
う
内
容
と
は
大
幅
に
異
な
り
、

そ
の

性

格
も
一

変
し
て
い

た
。

職
務
の

内
容
は
、

一

県
か
ら
の

布
告
・

布
達
類
を
区
内
へ

通
達
す
る
こ

と

二

戸
長
提
出
の

調
書
を
も
と
に

戸
籍
調
査

を
お
こ

な
う
こ

と

三

区
内
の

風
俗
の

粛
正
、

勧
業
・

物
産
の

促
進
、

開
拓
や
道
路
の

修
理
監
督

四

学
校
の

保
護
と
開
化
進
歩
を
は
か
る
こ

と

五

孝
義
・

奇
特
者
の

褒
賞

六

県
庁
へ

提
出
す
る
番
組
経
由
の

諸
願
届
を
精
査
す
る
こ

と

七

訴
訟
の

仲
裁
や
上
裁
の

申
請

八

戸

長
・

副
戸
長
の

勤
務
調
査

九

雑
税
、

冥
加
金
を
区
内
取
り
ま
と
め
て

上
納
す
る
こ

と
な
ど
で

あ
る
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
二
一

）。

こ

う
し
て

み
る
と
、

旧
来
の

村
方
三
役
担
当
の

人
び
と
が
、

区
長
に

就
任
し
た
と
は
い

え
、

数
か
村
を
ま
と
め
た
番
組
を
統
率
し
、

県
庁
の

指
揮

に

従
っ

て
、

区
内
の

事
務
一

切
を
取
り
仕
切
る
責
任
者
と
な
り
、

ま
た
、

維
新
政
府
の

末
端
官
僚
と
し
て

県
官
に
準
じ
た
身
分
の

取
り
扱
い

も
受
け

て
い

た
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
二
九

）。
大
区
は
戸
籍
区
の

区
と
は
違
い
、

明
ら
か
に

地
方
行
政
組
織
の

中
間
機
関
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
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区
番
組
制

大
区
が
地
方
行
政
組
織
の

中
間
機
関
で

あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の

末
端
機
構
は
番
組
で

あ
り
、

そ
の

行
政
責
任
者
と
も
い

う
べ

き
役
割

を
課
せ
ら
れ
て
い

る
の

が
番
組
の

正
副
戸
長
で

あ
る
。

正
副
戸
長
は
、

「
戸
長
副
戸
長
事
務
取
扱
大
略
」
に

従
っ

て
、

「
区
長
学
区
取

締
ニ

次
キ
制
限
ニ

従
ヒ

」、

番
組
の
一

切
の

事
務
を
取
り
扱
う
こ

と
に

な
っ

て

い

た（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
二

〇
）
。

整
理
し
て

主
な
も
の

を
あ
げ

る
と
、

お
よ
そ
つ

ぎ
の

よ

う
な
内
容
に

な
っ

て
い

た
。

一

番
組
内
訴
訟
の

説
諭
、

風
紀
の

取
締
り
、

二

租
税
取
立
て
の

事
務
、

三

定
免
切

替
、

年
季
増
願
の

出
願
、

四

地
所
の

売
買
、

質
入
れ
書
入
れ
事
務
、

五

出
火
、

洪
水
の

さ
い

の

指
揮
、

防
御
策
、

六

戸
籍
事
務
、

七

番
組

入
費
事
務
、

八

堤
防
、

道
路
、

橋
梁
な
ど
の

修
繕
事
務
、

九

社
倉
積
立
金
取
立
て
の

事
務
、

十

田
畑
耕
作
状
態
に
か
ん

す
る
区
長
へ

の

報

告
、

十
一

布
達
の

掲
示
、

十
二

公
祭
の

執
行
、

十
三

勧
学
の

奨
励
、

十
四

鎮
守
祭
礼
に
か
ん
す
る
事
務
、

十
五

衛
生
思
想
の

普
及
等
々
。

正
副
戸
長
の

執
行
す
る
職
務
の

内
容
は
、

布
達
の

掲
示
、

戸
籍
の

整
備
、

租
税
の

取
り
立
て

な
ど
の

国
政
事
務
を
主
軸
に
し
て
、

番
組
内
の

風
紀

の

取
り
締
り
、

道
路
、

橋
梁
、

堤
防
な
ど
の

修
繕
、

出
火
・

出
水
時
の

指
揮
、

鎮
守
祭
礼
等
々
、

村
に
固

有
の

事
務
を
、

維
新
政
府
の

打
ち
出
し
て

く
る
方
針
に

そ
く
し
て
、

推
進
す
る
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い

た

と
い

え
よ
う
。

こ

の

こ

と
は
、

「
戸
長
副
戸
長
事
務
取
扱
大
略
」
で
、

「
番
組
内
各
村
公
用
ニ

関
ス

ル
一

切

ノ

書
類
ハ

悉
ク

番
組
会
所
へ

備
へ

置
ク
ヘ

シ

」
と
し
て
、

村
の

公
用
書
類
一

切
が
番
組
会
所
へ

集
中
さ
れ

て
、

番
組
の

事
務
が
取
り
扱
わ
れ
た
こ

と
か
ら
も
強
化
さ
れ
て
い

っ

た
。

こ

の

よ
う
に
み
て

く
る
と
、

区
番
組
制
の

も
と
で

は
、

あ
た
か
も
村
が
解
消
し
て

番
組
が
こ

れ
に

代
わ

っ

た
か
の

よ
う
に

み
ら
れ
る
が
、

実
際
は
、

村
の

存
在
を
前
提
と
し
て

番
組
の

事
務
が
執
行
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

た
と
え
ば
、

番
組
が
お
こ

な
う
土
木
工
事
の

事
務
も
、

番
組
と
し
て

土
木
工

事
を
実
施
す
る
の

で

は
な
く
、

工
事
の

た
め
の

入
費
や
「
村
役
無
賃
人
足
」
な
ど
は
、

村
が
拠
出
す
る
も
の

で

あ
っ

て
、

番
組

武州片平村（現在川崎市）戸長への辞令
神奈川県立文化資料館寄託安藤資次家資料
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は
、

そ
れ
を
と
り
ま
と
め
る
に

過
ぎ
な
か
っ

た
。

だ
が
、

村
の

存
在
を
前
提
に

す
る
と
は
い

え
、

番
組
の

事
務
執
行
の

方
針
は
、

た
と
え
ば
、

租
税

の

取
り
立
て
に

あ
た
っ

て
、

「
村
々

ヨ

リ
種
々

迂
遠
ノ

旧
習
ヲ

固
守
シ

無
謂
手
数
ヲ

費
ス

事
不
少
ニ

付
更
ニ

簡
便
ニ

取
計
フ

可
シ

」
と
、

必
ず
し
も

村
の

意
志
や
、

実
際
の

生
活
体
と
し
て

の

村
の

実
情
を
認
め
る
方
向
で

は
な
か
っ

た
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
二

〇
）。

こ

の

よ
う
な
村
と
番
組
の

関
係
を
み
て
い

く
う
え
で
、

ひ
と
つ

の

手
が
か

り
と
な
る
の

が
、

村
に

置
か

れ
た
村
用
掛
で

あ
る
。

村
用
掛
は
、

区
戸

長
に

選
ば
れ
て
、

番
組
会
所
に
お
い

て
、

戸
長
の

指
揮
を
受
け
て

村
政
事
務
を
取
り
お
こ

な
う
こ

と
に

な
っ

て
い

た
。

そ
れ
だ
け
に
、

村
用
掛
の

権

限
に
つ

い

て
は
、

県
と
区
と
で

は
、

違
っ

た
と
ら
え
方
を
し
て
い

た
。

一

八
七
三
年
十
月
十
六
日
付
で
、

第
一

区
を
除
い

た
全
区
の

区
長
が
、

村
用

掛
の

権
限
に
つ

い

て
、

つ

ぎ
の

よ
う
な
伺
を
申
し
立
て
て
い

る
。

区
長
た
ち
は
、

「
貢
納
并
村
入
費
共
番
組
会
所
ニ

而
取
立
村
用
掛
立
合
割
付
小
札
者
村
用
懸
リ
認
メ

戸
長
見
留
印
之
事
」
と
い

う
よ

う
に
、

村
用

掛
の

権
限
を
拡
大
す
る
考
え
を
と
っ

て
い

た
。

こ

れ
に

対
し
県
で

は
、

十
一

月
十
一

日
に
、

つ

ぎ
の

よ
う
な
指
令
を
通
達
し
て
い

る
。

「
貢
納
并
村
費
と
も
番
組
戸
長
ニ

而
取
集
候
義
ト
可
相
心
得
事
」（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
一

八
）

こ

の

指
令
は
戸
長
が
村
政
事
務
の

最
終
責
任
者
で

あ
る
と
い

う
考
え
に

立
つ

と
な
れ
ば
、

村
用
掛
は
村
の

代
表
と
し
て
の

性
格
は
ま
ず
な
い

こ

と

に

な
る
。

そ
れ
だ
け
に
、

村
用
掛
が
、

区
戸
長
の

任
命
制
で

あ
っ

た
こ

と
も
あ
っ

て

村
民
と
も
物
議
を
か
も
し
だ
し
か
ね
な
い
。

一

八
七
四
（
明
治

七

）
年
十
月
九
日
付
の

県
達
で
、

村
用
掛
の

選
任
も
、

戸
長
な
ど
と
同
様
に
、

代
議
人
に

よ
る
投
票
で

採
用
す
る
方
式
を
と
る
こ

と
に

し
た
の

も
、

従
来
の

選
任
方
法
で

は
、

「
民
情
兎
角
物
議
ヲ

生
シ

動
モ

ス

レ

ハ

出
訴
シ

夫
カ
為
メ

…
…
往
々

迷
惑
及
ヒ

候
者
不
尠
趣
ニ

相
聞
」
と
い

っ

た
弊
害
が

あ
ら
わ
れ
て

き
た
か
ら
で

あ
る
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
二
六

）。

こ

の

弊
害
を
取
り
除
く
た
め
の

鍵
と
し
て

代
議
人
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て

く

る
。

番
組
の

正
副
戸
長
は
、

前
に

述
べ

た
よ
う
に
、

県
官
に

準
じ
た
維
新
政
府
の

行
政
吏
と
し
て
の

機
能
を
も
ち
な
が
ら
、

数
か
村
の

総
代
と
し
て
の
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性
格
も
持
た
さ
れ
て
い

た
。

し
か
し
、

県
政
の

も
と
で

小
前
←
代
議
人
←
正
副
戸
長
←
正
副
区
長
と
い

う
統
治
の

メ

カ
ニ

ズ
ム

に

そ
く
し

て

み
る

と
、

正
副
戸
長
は
、

村
々

の

代
議
人
を
媒
介
に

数
か

村
を
代
表
し
、

村
用
掛
を
通
し
て

村
民
に

責
任
を
負
う
形
式
で

村
固
有
の

事
務
を
執
行
す
る
の

で

あ
る
。

こ

こ

で
い

う
村
総
代
的
性
格
は
、

も
は
や
旧
来
の

「
寄
合
総
代
」
で
は
な
く
、

集
権
的
な
明
治
国
家
を
つ

く
り
あ
げ
て
い

く
う
え
で

の

村

総
代
と
し
て

変
わ
り
つ

つ

あ
っ

た
。

地
方
行
政
の

組
織
が
、

近
代
的
な
衣
を
ま
と
い

な
が
ら
、

上
か
ら
つ

く
り
出
さ
れ
て

く
る
過
程
は
、

一

面
で

は
そ
の

効
果
を
生
み
出
す
た
め
に
、

こ

れ
ま
で
の

村
の

実
情
を
利
用
し
な
が
ら
も
、

そ
の

根
底
に
お
い

て
は
、

機
構
的
に

変
容
を
促
進
し
て
い

か

ざ
る
を
え
な
い
。

区
番
組
制
の

も
と
に

お
け
る
、

県
←
区
←
番
組
←
村
と
い

う
村
落
統
治
の

機
構
と
、

県
令
←
区
長
←
戸
長
（
副
戸
長
）
←
村
用
掛
と

い

う
村
落
統
治
の

機
関
の

形
成
は
、

そ
の

こ

と
を
示
し
て
い

る
。

二
　

大
区
・

小
区
制
の

展
開

大
区
・

小
区
制

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
六
月
二
日
、

区
番
組
制
が
発
足
し
て

か
ら
約
一

年
後
の
、

六
月
十
五
日

か

ら

「
区
・

番
組
制
」
の

区

を
「
大
区
」、

番
組
を
「
小
区
」
と
改
称
し
て

新
た
に
、

大
区
・

小
区
制
を
実
施
す
る
こ

と
を
県
下
に

通
達
し
た
（
資
料
編
11

近

代
・

現
代
⑴
三
〇
）。

小
区
の

編
成
に

あ
た
っ

て
、

手
直
し
を
加
え
た
ほ
か
は
、

こ

れ
ま
で

維
持
し
て

き
た
区
番
組
制
を
ほ

ぼ
そ
の

ま
ま
移
行
し
た
も

の

で

あ
っ

た
。

二
十
大
区
百
八
十
二
小
区
に

編
成
さ
れ
、

一

八
七
六
年
、

足
柄
県
の

廃
止
に
よ
る
管
轄
替
え
で
、

二

十
三
大
区
二
百
八
小
区
に

再
編

さ
れ
る
。

こ

の

大
区
・

小
区
制
は
、

一

八
七
八
年
七
月
の

「
郡
区
町
村
編
制
法
」
に

よ
る
地
方
制
度
の

改
正
ま
で

存
続
す
る
。

大
区
・

小
区
制
は
、

地
域
や
村
や
住
民
に

た
い

し
て

ど
の

よ
う
な
役
割
を
は
た
し
て
い

た
の

で

あ
ろ
う
か
。

新
し
く
設
定
し
直
さ
れ
た
地
方
統
治
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機
構
で

あ
る
大
区
・

小
区
制
は
、

大
区
に

区
長
・

副
区
長
、

小
区
に

戸
長
・

副
戸
長
を
お
く
点
は
、

従
来
と
変
わ
る
こ

と
が
な
い

が
、

さ
ら
に

村
落

統
治
機
構
の
一

環
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の

大
区
に

区
会
を
設
け
、

小
区
ご
と
に

小
前
一

同
の

投
票
に
よ
る
代
議
人
を
選
出
す
る
と
し
た
こ

と
は
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
神
奈
川
県
達
一

八
七
四
年
第
四
一

号
・

一

五
六
号
）。
こ

の

年
三
月
、

神
奈
川
県
達
番
外
号
で

「
地
租
改
正
施
行
規
則
」
を
通

達
し
、

「
反
別
地
価
等
書
上
心
得
」
を
定
め
て

地
租
改
正
事
業
に

着
手
し
て
い

た
神
奈
川
県
と
し
て

は
、

「
政
府
人
民
其
間
決
シ

テ
離
隔
ス
ヘ

カ
ラ

ス

荀
モ

離
隔
ス

レ

ハ

上
ノ

下
ヲ

待
チ

下
ノ

上
ニ

対
ス

ル

事
皆
乖
戻
シ

」「
国
家
ノ

衰
弊
殆
ト

将
ニ

是
ヨ

リ

起
ラ

ン

ト
ス

」
る
よ
う
な
事
態
を
、

あ
ら

か
じ
め
避
け
る
よ
う
な
手
段
を
講
じ
る
必
要
が
あ
っ

た
。

区
会
も
、

「
政
府
人
民
ノ

間
一

致
親
睦
其
便
益
ヲ

謀
ル

ノ

方
法
」
と
し
て
は
「
輿
論
公
議

ヲ

取
ル

ノ

外
決
シ

テ
他
ニ

在
ル

ヘ

カ
ラ
ス

」
と
い

う
観
点
か
ら
設
置
さ
れ
て
い

る
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
三

）。

実
際
、

こ

の

頃
と
も
な
る
と
、

三

大
改
革
と
呼
ば
れ
る
地
租
改
正
と
学
制
と
徴
兵
制
が

実
施
に

移
さ
れ
、

し
か
も
、

そ
の

ほ
か
続
々

と
打
ち
だ
さ
れ
て
く
る
殖
産
興
業
や
民
政
上
の

諸

政
策
を
、

地
域
に

浸
透
さ
せ
て
い

く
に

あ
た
っ

て
、

役
人
と
民
間
の

人
び
と
の

間
が
疎
遠
に

な
り
、

上
下
の

関
係
に
へ

だ
た
り
が
生
ず
る
と
い

う
弊

害
が
お

き
出
し
て
い

た
。

こ

の

よ
う
な
状
態
を
打
ち
破
っ

て
い

く
た
め
に
、

区
長
・

副
区
長
は
、

「
官
民
ノ

媒
酌
人
」
と
し
て

の

立
場
か
ら
「
上
下

情
意
」
の

融
通
を
は
か
る
こ

と
を
強
く
要
請
さ
れ
て
い

た
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
二
八

）。

こ

の

区
長
・

副
区
長
の

も
と
で
、

村
の

利
害
に
か
か
わ

る
仕
事
、

た
と
え
ば
、

村
内
の

租
税
収
納
や
、

地
租
改
正
作
業
の

補
助
な
ど
を
担
当
し
て
い

た
の

が
、

村
用
掛
で

あ
る
。

村
用
掛
は
、

区
戸
長
の

任

命
制
で

あ
っ

た
が
、

そ
の

職
掌
か
ら
い

っ

て

も
村
の

住
民
と
職
務
執
行
を
め
ぐ
っ

て

さ
ま
ざ
ま
な
紛
議
が
ひ
き
お
こ

さ
れ
た
よ
う
で
、

こ

の

年
十
月

九
日
、

「
神
奈
川
県
庶
第
五
五
号
」
で
、

任
命
制
を
改
め
て

代
議
人
の

投
票
で

採
用
す
る
方
式
に

変
更
さ
れ
て
い

っ

た
。

こ

う
み
る
と
、

区
会
の

設
置
と
村
用
掛
の

選
任
方
式
の

変
更
は
、

「
県
治
民
情
相
背
馳
セ

ス

シ

テ
国
家
開
明
ノ

盛
治
ヲ

賛
助
ス

ヘ

キ
」
た
め
に

と

ら
れ
た
方
法
で

あ
っ

て
、

代
議
人
が
、

ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て

く
る
の

も
そ
の

た
め
で

あ
っ

た
。

代
議
人
は
地
方
行
政
の

場
で
、

統
治
を
円
滑
に

推
し
進
め
て
い

く
秩
序
を
つ

く
り
だ
し
て
い

く
こ

と
が
で

き
る
か
ど
う
か
の

重
要
な
鍵
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で

あ
る
。
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